
 

 

 

あかるく元気な子 だれにも親切な子 しっかり考える子 ことばを大切にする子 

 

※子どもたちの学校での様子等をブログで紹介しています。阿太小学校ＨＰを開いて「ブログ」をご覧ください。スマホ等でも見ることができます。 

 

『しっかり考える子』になってね 
 

○全国学力・学習状況調査の算数Ｂにこんな問題がありました。 

 右のような、30°、60°、90°の角をもつ三角定規があります。この三角定規を

２枚使って、同じ長さの辺を合わせて次の図形をつくりました。 

 

㋒の角が１つの点のまわりに集まるように、

この四角形を並べていくと、６つで、ある形が

できます。どのような形ができるか、右の１か

ら４までの中から１つ選んで、その番号を書き

ましょう。 

 

さて、答えは何番だと思いますか。ヒントは、㋒の角以外の

角が何度になっているかを考えることです。 

私たちは、見た目にだまされてあわてて判断してしまうこと

がよくありますが、今分かっていることをきちんと整理した上

で、しっかり考えることが大切だということを、改めて感じさせてくれる問題でした。 

 

○人間の体・心・頭に関して、次のような６つの言葉があります。 

 ☆ 口は、人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう 

☆ 耳は、人の言葉を最後まで聴くために使おう 

 ☆ 目は、人のよいところを見るために使おう 

 ☆ 手足は、人を助けるために使おう 

 ☆ 心は、人の痛みが分かるために使おう 

 ☆ 頭は、言い訳やできない理由を考えるのではなくて、 

  どうすればできるようになるかを考えるために使おう 

人間の体・心・頭は、上手に使えば自分のためになるし、人の役に立つことにもつながります。

でも使い方を間違えると、人に迷惑をかけたり、人にいやな思いをさせたりすることにもなりま

す。だから、しっかり考えて使うことが大切です。 

 

○「人間は一本の葦であり、自然のうちでもっとも弱いものにすぎない。しかし、それは考える

葦である。」 

これは、かの有名なパスカルの言葉ですが、この言葉のように、人として生 

まれたからには、人にしかできない『考える』という力をしっかり伸ばして、

『かしこく・やさしく・たくましく』生きたいものです。 
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